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住民自治協議会

（地域部会）

～手作りミニランタン祭りも開催～

打上げ花火の他に、海外でよく

行われているランタン祭りも教育

交流部会で計画されています。

海外の様に何千個と言ったランタンを飛ばすわけ

にはいきませんが、手作りランタンに紐を付け河川

敷の夜空に浮かべます。

コロナ感染拡大防止等を考慮しながらの開催にな

りますが、密にならない方法で準備を進めて、ラン

タン１００個を浮かべる計画ですので小さいお子さ

んや小学生、また中高生から大人の方まで夏の思い

出作りとして是非参加して下さい。

集合時間 ； 18：30 ～

場所 ； 木津川河川敷グラウンド

６／２１(月)に伊賀市役所において、依那古小・神戸小

上野南中の関係者、依那古・比自岐・神戸・きじが台の各

住民自治協議会から選出された役員が集まり、長年の懸案

事項であった上野南部地区の小学校統廃合に向けた「上野

南部地区小学校区実施計画検討協議会」が発足ました。

基本的には現在の依那古小学校の施設を利用して新たな

小学校を設立～開校する形で今後、協議が進められる事に

なります。

（沖公民館前の桜）

小学校の学校統合に向けた検討協議会発足

【 依那古内の協議会委員 】

依那古小学校 校長 宮本まゆみ

　　〃　　　育友会 会長 高木　友美

いなこ保育園保護者会 会長 西尾　智子

依那古地区住民自治協議会 会長 福井　正倫

　　　　　〃 幹事 柿本　博美

　　　　　〃 幹事 西堀　　薫

　　　　　〃 事務局 西　　祐治

依那古ふれあい夏祭り

打上げ花火大会

１．日時 ８月９日(祝) ２０時～

２．場所 下郡・木津川河川敷Ｇ

新型コロナウイルスのワクチン接種も段階的に

進んではいますが、まだまだ終息には至らず

イベント形式の夏祭りは中止となります。

今年の夏祭りは、昨年同様の打上げ花火大会と

して開催しますので、ご観覧ください。

花火協賛金につきまして、地域の皆様方のご協

力をお願いいたします。

打上げ花火大会のお知らせ

認知症サポーター養成講座の案内

日時； ７月２７日(火) 10:00～11:30頃

場所； 依那古地区市民センター 和室

講師； 伊賀市包括支援センター職員他

内容； 認知症の理解と

認知症の方との関わり方について

高齢化社会において６５歳以上の認知症患者は

７人に１人、認知症予備軍も含めると４人に１人

に認知症の症状が現れると言われています。

ご家庭や身近な地域の中で認知症と診断される

方は年々増えてきています。

認知症を理解し、地域の中で見守り支えていく

為に何をすればいいのか、皆さんと一緒に考えて

みたいと思います。ご参加をお願いします。

夏の交通安全県民運動について

７／１１～７／２０の１０日間、三重県における

夏の交通安全県民運動が実施されます。

県下での５月末までの交通事故死者数は２０名と

昨年同時期に比べて約半減していますが、２０名の

内１３名が高齢者と言う事です。

今一度、意識を高めて安全運転を心掛けて下さい。

6/24時点 昨年比
　人身事故 66 18

死者数　 2 ▲ 1
負傷者数 83 23

　物損事故 1,038 ▲ 30

6/24時点 昨年比
　人身事故 1,339 ▲ 109

死者数　 23 ▲ 19
負傷者数 1,663 ▲ 176

　物損事故 22,056 910

交通事故発生状況

伊賀警察署管内

三重県下



　

今年の夏の気温は『平年並みか暑い』という予報が出されています。暑くなると“熱中症”になる危

険性が高くなります。“熱中症”は子どもから大人まで誰がかかってもおかしくありません。

特にコロナ禍の今、“マスク着用での熱中症”も気がかりな季節になります。

気温の上昇にともなうカラダへの負担は特にシニア世代で顕著になります。その原因として、加齢

とともに起こるカラダの変化があげられます。自分のカラダのことを知り、対策を講じて元気に夏を

夏を元気に過ごそう ～熱中症対策～

（三重県と大塚製薬の健康増進に関する資料より引用）

早めに暑さにカラダを慣れさせ 規則正しい生活を送ることが大切です

屋外での活動が気持ちいいと感じられる頃から軽く汗をかくような運動をして、少しずつ運動量を

増やして暑さに備え、真夏の暑さに負けないカラダを作ることを心掛けましょう。

加えて夏は熱中症対策も鍵になります。

◆日中の暑い時間帯の外出や運動は控えましょう。

◆外出時には日傘や帽子など服装にも気を付けましょう。

◆のどが渇いていなくてもこまめな水分補給を

行いましょう。

・１日に摂る水分量は、1,200ml程度が目安に

コロナ禍での「巣ごもり熱中症」にもご注意を

外出自粛での「巣ごもり生活」が続くことにより、厚さにカラダを慣らす行動の機会を得ることが

できずに引き起こされる熱中症を「巣ごもり熱中症」と呼びます。

マスク着用も含めて、これまでにない新しい生活様式の中での熱中症のリスクも高くなります。

自分だけの感覚に頼らず、温度計なども活用してクーラーや扇風機も上手に活用しましょう。

今年の夏も屋内外での熱中症の気を付けて、元気な夏を過ごしましょう。


